
ひ
び
き

あ
の
人
が
語
る
障
害
へ
の
思
い
、
生
き
る
こ
と

ダイバーシティ就労支援機構　　岩田克彦

息子に伴走してもらい頑張ります

し
た
。
明
る
い
子
で
、
日
曜
日
朝
の
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
水
泳
教
室
」
で
も
、
区
立
の
生
活
介
護
施
設
で
も
、

非
常
に
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
満
20
歳
の

誕
生
日
を
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
盛
大
に
祝
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
前
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
就
労
と
の
出
会
い

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
福
山
型
は
潜
性
遺
伝
（
劣
性
遺

伝
）
で
、
そ
の
遺
伝
子
を
保
有
す
る
男
女
（
日
本
人
の

約
80
人
に
一
人
）
が
た
ま
た
ま
出
会
っ
て
生
ま
れ
た
子

ど
も
の
４
人
に
一
人
が
な
る
も
の
で
、
日
本
人
10
万
人

あ
た
り
１
な
い
し
２
人
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の

場
合
、
旧
労
働
省
に
入
り
、
鹿
児
島
県
職
業
安
定
課
長

の
と
き
、
障
害
者
雇
用
の
Ｐ
Ｒ
が
縁
で
出
会
っ
た
女
性

と
結
婚
し
、
息
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

役
所
の
仕
事
で
は
、
鹿
児
島
県
と
北
海
道
の
職
業
安

定
課
長
の
お
り
障
害
者
雇
用
に
か
か
わ
っ
た
ほ
か
に
は
、

労
災
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
作
業
所＊

の
再
編
に
関
与
し

た
く
ら
い
で
し
た
が
、
仕
事
の
合
間
に
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
障
害
者
就
労
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

息
子
が
重
度
障
害
者
と
い
う
こ
と
を
「
大
い
に
利
用
し

て
」、
障
害
者
関
係
の
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
や
現
場
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
に
お
会
い
で
き
た
お
か
げ
で
す
。
そ

と
て
も
元
気
だ
っ
た
息
子

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
息
子
、
錬
志
郎
は
、
30
歳
の

誕
生
日
ま
で
あ
と
２
か
月
と
い
う
昨
年
７
月
末
に
旅
立

ち
ま
し
た
。
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
、筋
肉
細
胞
が
徐
々

に
壊
れ
て
い
く
病
気
で
す
が
、
日
本
だ
け
と
い
わ
れ
る

福
山
型
は
、
多
様
な
筋
ジ
ス
類
型
の
中
で
も
重
症
の
者

が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
知
的
障
害
を
伴
い
ま
す
。

息
子
も
重
度
の
身
体
・
知
的
障
害
者
で
し
た
が
、
有
数

の
元
気
な
患
者
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
大
変
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。

息
子
は
、
水
泳
が
大
好
き
で
、
５
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、

毎
週
近
く
の
区
立
プ
ー
ル
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
の
途
中
ま
で
自
転
車
の
２
人
乗
り
で
、
そ
れ

以
降
は
車
に
乗
せ
、
一
緒
に
泳
ぐ
の
が
私
の
楽
し
み
で
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し
て
、
60
歳
を
過
ぎ
て
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所

全
国
協
議
会
（
全
Ａ
ネ
ッ
ト
）
や
社
会
福
祉
法
人
生
活

ク
ラ
ブ
風
の
村
な
ど
と
の
か
か
わ
り
が
で
き
、
現
在
の

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
就
労
支
援
機
構
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。障

害
者
就
労
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
就
労

現
在
、
私
が
代
表
理
事
を
務
め
る
一
般
社
団
法
人
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
就
労
支
援
機
構
は
、日
本
財
団
か
ら「
日

本
財
団
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
！
Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
受
託
し
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
、
難
病
患

者
、
刑
余
者
、
貧
困
母
子
世
帯
、
生
活
困
窮
な
高
齢
者

な
ど
、
何
ら
か
の
事
情
で
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
々

が
日
本
に
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
々
を
就

労
の
場
に
つ
な
げ
る
本
格
的
政
策
を
打
ち
出
し
た
い
と
、

日
本
財
団
の
竹
村
利
道
シ
ニ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
、
慶
應
義

塾
大
学
の
駒
村
康
平
教
授
等
と
一
昨
年
11
月
に
日
本
財

団
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
就
労
に
は
多
く
の
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
第
１
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
多
様

な
働
き
づ
ら
い
人
々
の
働
く
環
境
が
整
備
さ
れ
一
緒
に

働
く
こ
と
、
第
２
に
、
い
わ
ゆ
る
保
護
就
労
～
サ
ポ
ー

ト
付
き
就
労
～
一
般
就
労
と
、
多
様
な
働
き
方
で
働
け

る
こ
と
、
そ
し
て
第
３
に
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
か
ら
な

る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
て
、
労
働
行

政
、
厚
生
行
政
が
協
働
し
て
多
様
な
形
で
支
援
す
る
こ

と
で
す
。
多
様
な
障
害
福
祉
関
連
施
策
、
生
活
困
窮
関

連
施
策
、
雇
用
・
訓
練
施
策
を
存
分
に
活
用
し
、
多
く

の
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
取
り
込
み
、
就
労
困

難
な
人
々
向
け
の
就
労
機
会
の
開
発
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
の
は
し
ご
の
構
築
な
ど
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
で
苦
し
い
と
き
で
す
が
、

こ
う
し
た
と
き
こ
そ
、
根
本
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
打
ち
出
す
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７
月
に
公
表
し
た
報
告
書
、
８
月
に
拡
充
し
た
「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
関
連
情
報
」
な
ど
を
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
就

労
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

諸
外
国
の
「
障
害
者
」
は
、
社
会
的
障
害
者
等
も
含

む
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
生
活
す
る

人
々
を
仕
事
の
場
に
大
き
く
包
み
こ
む
、
こ
う
し
た
社

会
の
実
現
は
、
障
害
者
の
方
々
に
も
好
影
響
を
も
た
ら

し
ま
す
。
今
後
と
も
、
障
害
者
就
労
、
そ
し
て
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
就
労
に
、
息
子
、
錬
志
郎
と
対
話
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊労働災害による脊髄損傷者や両下肢障害者を対象に、社会復帰の促進をめざした援助を行う施設。
　全国８施設は現在すべて廃止されている。
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